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農場の消毒について  
 

今年度は、国内において鳥インフルエンザや豚熱などの家畜伝染病が発生し、農場への侵

入リスクが高い状況にあります。農場内への侵入を防止するため、再度、消毒方法について

確認をお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

飼養衛生管理基準を遵守して、病原体の侵入やまん延を防ぎましょう  

 

置賜家畜保健衛生所 

置賜家畜衛生指導協会 

〒999-2232 南陽市三間通 444 

TEL 0238-43-3217 

FAX 0238-43-5249 

 

日ごろから健康観察を行い、異常な家畜を見つけた場合はかかり

つけの獣医師や家畜保健衛生所までご連絡ください。 
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上記電話で２４時間対応しています 
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トピック：サルモネラ菌の消毒に対する抵抗性について 
 
 

 

サルモネラ菌は、虫歯菌が歯垢を作って身を守るのと同じように、バイオフィルムと呼ばれる

バリアをつくり薬剤などに抵抗性を示すことがあります。 

万が一サルモネラが発生した場合には、事前に畜舎の見た目の汚れを取り除くだけでなく、抵

抗性にも配慮して、入念に消毒しましょう。 
 

 

畜舎内を想定したサルモネラ菌の効果的な消毒手順の検証試験 
 

 

・方法： 
 

鶏舎内で埃を自然に積もらせたセラミックやステンレス上に、検査室でサルモネラ・ティフィムリウムを

加えて 3 日間おいた汚染モデル（図 1）を作り、生菌数を測定して消毒効果を検証しました。 

 

 

 

 

・結果： 
 

すると、図 2のように洗浄した後も(※1)、一般的な消毒薬(※2)に抵抗性を示しました。 

 

 

 

 

 

 

一方、次のいずれかの方法では、サルモネラ菌が減少しました。 

 
 

〇 念入りな高温洗浄 
 

65℃の 1％バイオソルブを 1 時間作用後、80℃で水洗 (※3)。 
 

〇 二酸化塩素で追加洗浄して消毒 
 

25℃の 1%バイオソルブを 1 時間作用して水洗した後に、25℃の二酸化塩素製剤（約 20ppm、アクア

ハート・カイロジット(※4)で同様に洗浄し、一般的な消毒薬で消毒。 
 

〇 洗浄後に石灰乳を厚く塗布 
 

25℃の 1％バイオソルブを 1 時間作用して水洗し、20%ドロマイト石灰乳を 10cm 角あたり 30ml の割

合（5m×5m あたりでは 75L）で塗布。 

 

※1：25℃で畜産向け界面活性剤 (1%バイオソルブ)を 1時間作用させて水洗し、見た目の汚れを落としました。 

（擦り洗いや高圧洗浄などの物理的な除去は行っていません） 

※2：逆性石鹸製剤や複合次亜塩素酸製剤 

※3：加熱不足や温かい蒸気にあたると、サルモネラが増殖することがあります。 

入念な高温洗浄を実施できない部分は他の方法で消毒しましょう。 

※4：揮発性があるため調整後はすぐに使用してください。腐食性があるので錆びに注意しましょう。 

 
cf. Ohashi, J. Vet. Med. Sci, 2022  
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見た目にはきれいでも 

消毒に抵抗性を示す場合があった 


